
研究開発課題4-1 《多分野を連結・統合したデータ利活用基盤を構築する》

医療・介護レセプト,要介護認定,健診,
予防接種記録,母子健診,死亡情報

自治体

電子カルテ,医療画像,検査
医療機関

住

民 医療レセプト,特定健診
健保・共済等

気象・積雪,農業生産,工業生産,商業,
交通,上下水道,電力・ガス

環境・まちづくりデータ

岩木健診 (小中学校健診＋20歳以上受診者)
やんばる健診・和歌山スタディ・京丹後健診

セルフモニタリングQOL健診

大学

介護記録,LIFEデータ
介護事業所

ライフコースにわたるリアルタイムライフログデータ
(バイタルIoT,食事,睡眠,服薬,ストレス等)

「生涯PHR」サービス

保険制度・データ保有者の壁を越えてビッグデータを連結・統合したリアルワールドデータ(RWD)の利活用基盤を構築
◆本人同意に基づく「一次利用(本人)」環境と,AIプログラム開発等への利活用の道を拓く「二次利用(研究)」環境を構築し,双方の仕組みを連携
◆マイナポータルとの連携も視野に入れつつ,単なる本人データの参照にとどまらず,先端的な研究成果に基づく個人の行動変容と社会の変容に挑戦

適切な同意取得

適切な通知

信頼関係の構築

多分野の
リアルワールド
データの収集

① ②
統合
データベース
構築

本人同意に基づき、
本人データを本人や医療者が参照
→本人のヘルスリテラシーの向上
→本人のモチベーション維持・向上
→医療・ケアの質の向上

③統合された本人情報

次世代医療基盤法に基づく通知等
に基づき,収集したデータを匿名加工し
研究開発に利活用
→精緻な将来予測プログラムの開発
→健康行動変容AIの開発
→健康づくり施策の成果評価

(社会保障費適正化効果の実測)

地方自治体

④同意者の情報を入力 最先端の研究成果としての

健康行動変容AI⑤最適な介入経路の提示

本人データの
参照

楽しみながら
行動変容

【EBPM】地域の医療・介護・福祉政策への示唆

⑥効果的な政策・事業

《多分野を連結・統合したリアルワールドデータの利活用基盤》

二次利用(研究)

《包括的リアルワールドデータ》

AI

「一次利用」・「二次利用」を丁寧に組み合わせることで,
精緻かつモチベーティブなレコメンドを住民に届けることが可能になる

一次利用(本人)

※データに基づいた政策立案
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